
 平  成２７年  度  学  校  自  己  評  価  シ  ス  テ  ム  シ  ー  ト  （さいたま市立浦和高等学校）  

  目指す学校像  中高一貫教育校として、浦和中学校と連携を密にし、生徒の個性と能力を重視した特色
ある教育活動を展開する。 

 
 
 
 
 
 

    

       ｓ４７ 
 
 達 
 
 成 
 
 度 

 Ａ   ほぼ達成  （８割以上）   

 
 Ｂ   概ね達成  （６割以上） 

 
    重  点  目  標  

１中高一貫教育校としての更なる充実 
２高い次元におけるバランスのとれた教育の充実  
３国際理解教育と開かれた学校づくりの推進  

 
 Ｃ   変化の兆し （４割以上） 

 Ｄ   不 十 分  （４割未満） 
 
    ※  重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。  
      ※  番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。  

                      学    校    自    己    評    価    学  校 関 係 者 評 価  

年  度  目  標  年 度 評 価（２月１日現在）  実施日 平成２８年２月１６日  
番号  現状と課題  評価項目  具体的方策  方策の評価指標  評価項目の達成状況  達成度  次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見･要望･評価等  

 

 

 

 

 

 

 １ 

 

・中高一貫教育校として進路
実績等で高い成果をあげて
いる。中学校からの内部進
学生と高校からの入学生が
お互いに高め合い切磋琢磨
する環境づくりを進め、学
校全体の教育力向上をさら
に進めることが求められ
る。 

 

・中高一貫教育の
更なる充実 

 

 

 

・高校入学生と内
部進学生が互い
に高め合う教育
の推進 

 

①「チーム市立浦和」の合
言葉の下に、中高の教職
員の指導体制の充実を
図り、中高の教育活動を
さらに充実させる。 

②教育課程等を検討する
ことにより、高校入学後
における内部進学生と
高校入学生の高め合い
について研究する。 

③学校自己評価アンケー

ト質問内容の見直し。 

 

①中高合同の行事の実
施状況、つなぎ学習
の状況、中高合同研
修会の回数。 

 

②教育課程委員会等で
の検討の状況 

 

 

③中高一貫教育の現状
と課題を計るアンケ
ートの作成と実施。 

 

①「チーム市立浦和」の合言葉の下に、

中高合同の会議で相互に情報・意見

交換を行い、中高合同行事を滞りな

く実施した。つなぎ学習は 7教科、

37 単位分（担当 17 名）を行った。

中高合同研修会では中学から高校

への橋渡しついての検証をした。 

②内部進学生と高校入学生の高め合

いについては、可能な方策を研究し

実施しているが、教育課程の検討に

までは至らなかった。 

③「本校では、中学と高校の連携がう

まくいっているか」のｱﾝｹｰﾄ質問を

加えた。保護者、生徒の 8割は、「う

まくいっている」と回答。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 
①「チーム市立浦和」の合言葉の下に、

教職員の士気を高め、中高一貫教育

校として学校全体の教育力向上を

図るとともに、さらに充実させるた

めの議論を活発化する。 

②中学校からの内部進学生と高校か

らの入学生がお互いに高め合い切

磋琢磨する環境づくりをさらに進

める。教育課程の検討にも着手す

る。 

③来年度、１０年目の節目を迎えるに

あたり、本校の中高一貫教育の現状

と課題を改めて把握し、学校運営等

に生かす。 

・中学校からの内部進学生と高校からの入学生

がお互いに高め合い、切磋琢磨する環境の中

で、学校行事や部活動などが充実しているだ

けでなく、たいへん素晴らしい進学実績を達

成している。 

・内部進学生と高校入学生の交流は相乗効果が

ある。内部進学生と高校入学生の融合につい

ては、できるだけ配慮し、息の長い検討をお

願いしたい。 

・生徒、保護者、教職員が高校の３年間を極め

て有意義に使っていることが分かる。 

・本校に入学して良かったという感想が多い

が、１００％を目指してほしい。満足してい

ない生徒、保護者のフォローも必要である。 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

・生徒や保護者の高いニー
ズに応えるた め に 各 教
員が授業の質と技量を
高め、生徒の学力を向
上させて進路実績につな
げることが課題である。 

 

・高い規範意識や強い精神
力、コミュニケーション能
力を備えた「知・徳・体」
のバランスのとれた将来の
社会のリーダーを育てる指
導が求められる。 

 

・授業力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

・「人間力」を高
める生徒指導の
実践 

 

 

①学力向上委員会を中心
として各教科、分掌と連
携して学力向上に組織
的に取り組む。 

②生徒による授業評価、教
員相互の授業見学を実
施し、各教科の授業改善
に生かす。 

③部活動を推奨するとと
もに、学校行事の充実を
図る。 

④登下校時の交通マナー
指導や女子生徒のスカ
ート丈等の身だしなみ
指導を徹底する。 

⑤「いじめ防止基本方針」
に基づき、いじめ防止の
取組を行う。 

 

 

①大学入試センターの
受験率･得点状況。国
公立大学や難関大学
合格者数。 

②生徒による授業評価
の結果、公開授業見
学の実施状況。 

 

③部活動の加入率や成
績。 

 

④交通マナーの遵守や
身だしなみの状況 

 

 

⑤いじめ防止のための
取組やアンケート結
果の状況。 

 

 

 

①ｾﾝﾀｰ試験受験率は 94.4％。５教科

総合、文系、理系の偏差値はすべて

昨年度を上回った。文系は過去最高

の成績（ベネッセによる偏差値） 

②1,2 学期に授業評価ｱﾝｹｰﾄを行い、全

ての教員に結果をﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸした。

校内公開授業期間を２週間とした。 

③運動部加入率 67.7％、文化部

30.8％。ｲﾝﾀｰｱｸﾄ部、放送部が全国

大会出場、ｻｯｶｰ部、陸上部、吹奏楽

部が関東大会に出場した。 

④ｽｹｱｰﾄﾞ･ｽﾄﾚｲﾄ教室、保護者による登

校指導を実施し意識啓発と交通ﾏﾅｰ

ｱｯﾌﾟ。また生徒指導部を中心に身だ

しなみ指導体制を築き、違反ﾘﾎﾞﾝ、

短いｽｶｰﾄ丈は改善しつつある。 

⑤いじめ防止対策員会を中心に「いじ

めｱﾝｹｰﾄ」を毎学期実施して、いじめ

を早期発見し対応する体制を構築

し、組織的に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

①学力向上委員会が中心となって実

施した「36時間学習マラソン」など

の充実・発展を目指す。また、大学

入試改革によって求められている

力を育成するための指導等の研究

も考えていく。 

②生徒、保護者の高いニーズに応える

ことのできるように授業の質をさ

らに高め、進路実績につなげる。校

内公開授業期間の授業参観を活発

化できるよう、さらに工夫する。 

③部活動を奨励して文武ともに高め

る取組を一層充実させる。 

④引き続き登下校の交通マナー指導

や身だしなみ指導の徹底を図り規

範意識を育てる。 

⑤いじめ防止基本方針に基づいて、引

き続きいじめのない学校づくりを

進める。 

・生徒、保護者のアンケート結果から学

習指導に対する要望が高いことが

分かる。生徒、保護者の高いニーズに応

えるために各教員が授業の質を高

め、生徒の学力を向上させて進路実

績につなげることが求められる。 

・短期的な結果だけではなく、将来を見通した

キャリア教育、他人を思いやる人間育成の指

導、礼儀や挨拶などの躾教育も必要であると

感じる。 

・生徒、保護者のアンケート結果を見ると、進

路情報の提供についての満足度が他に比べ

ると低くなっている。さらにきめ細かい進路

指導をお願いしたい。 

・先生方の勉学、部活動等の指導にたいへん感

謝している。今後も両立できるように指導を

お願いしたい。 

・登下校の様子を見ているが、素晴らしい生徒

だと感じる。今後も引き続き指導をお願いし

たい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

・グローバルな視野を持つと
ともに自分の考えや意見を
発信でき、国際社会の中で
主体的に行動できる人材の
育成が求められる。 

 

 

・ホームページ、土曜公開授
業、学校説明会、中学校訪
問など様々な機会を活用
し、より積極的かつ組織的
に情報を発信することが求
められる。 

 
・国際理解教育

の推進 
 
 
 
 
 
・開かれた学校

づくりの推進  

 

①海外修学旅行、姉妹校と
の相互交流や留学生受
入及び派遣を推進する。 

②発表、討論等の言語
活動を高度化した英語
教育や教養を身に付け
させる教育を推進する。 

③ホームページをさらに
充実させるとともに、安
全で確実なメール配信
システムを構築する。 

④学校説明会や土曜公開
授業、中学校訪問の更な
る充実を図り、学校外に
対して本校の魅力をさ
らに発信する。 

 

①国際交流等の取組の
実施回数と内容。 

 

②資格・検定試験の合
格状況、大会の入賞
者数。 

 

③ホームページの更新
回数及び閲覧回数。 

 

 

④土曜授業、学校説明
会の参加者数やアン
ケートの満足度。 

 

①海外修学旅行、姉妹校交流、短

期派遣事業、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｾﾐﾅｰ､豪州

高校との音楽交流などにより

国際理解を深めた。長期（1 年

間）留学生 4名派遣、1名受入。 

②ｲﾝﾀｰｱｸﾄ部が全国英語ﾃﾞｲﾍﾞｰﾄ大会

で優勝。英語弁論大会、英作文ｺﾝﾃ

ｽﾄ等で上位入賞。英検 1 級に 1名合

格した。準 1 級合格者は 10 名在籍。 

③ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新を随時行い、本校の

教育活動を生徒・保護者のみなら

ず、広く地域に発信。平成 25 年 11

月のﾘﾆｭｰｱﾙ後のｱｸｾｽ数は 116 万件。 

④・夏と秋に学校説明会を計 14 回開催

し、計 2,800 組（約 5,000名）参加。土

曜公開授業は計1,002名の中学生及

び中学生保護者などが来校した。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

①海外修学旅行や、その他の様々な国

際交流の機会を、有機的に結びつ

け、生徒の国際理解の意識向上をさ

らに進める。  

②発表、討 論 等の 言語活動を高度

化した英語教育や 英語ﾃﾞ ｲ ﾍ ﾞ ｰ ﾄ

等のｱｸﾃィﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞを推進する。 

③ホームページによる学校からの情

報発信は、現在の頻度を維持する。

今年度は間に合わなかったメール

配信システムの整備を行う。 

④多くの教員がさいたま市内、市外の

中学校を訪問する体制をつくり、中

学校及び入学希望者に対して本校

の魅力をアピールする。また、学校

説明会では生徒をうまく活用する

などの工夫も必要である。次年度の

課題である。 

 

・インターアクト部の全国英語ディベート大会

優勝、国際交流や海外研修による国際理解教

育の推進を高く評価する。 

・インターアクト部に代表されるように、生徒

たちの将来に本当に役に立つコミュニケー

ション力を今後とも涵養していただきたい。 

・グローバル社会の担い手を育てるうえで、

様々な国際交流活動が行われていることは

大変貴重である。今後も海外修学旅行、姉妹

校交流など世界に向いた教育活動をお願い

したい。 

・近隣の小学校と高校、中学校と高校の交流の

機会があれば、ぜひお願いしたい。 



 


